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Figure10．　The　BOD　at　the　Isahaya　Bay　before
　　　　　the　project，
River．
生していることや，湾の地形や河口付近の濡筋に沿っ
た流れが生じていることが分かる。また，Figure　7
に示された流速は全体的に小さくなっているが，これ
は潮受堤の建設に伴い湾口からの流入量が抑えられた
ためであると考えられる。とくに，水塊の流出入が少
ない内部においてはこのような結果は十分に予想され
る。
　つぎに，河道区間におけるDOとBODの空間分布
がFigure　8とFigure　9に示された。また，　Figure
10（a）と（b）には諌早湾，そしてFigure　11（a）と（b）には調
整池内のBOD濃度の結果がそれぞれ示された。
　現在の計算では，下流端境界条件としてBODの値
を零としているために，実際の状態をそのままにシミ
ュレートしている訳ではない。しかしながら，境界条
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Figure12．　The　DO　at　the　Isafaya　Bay　after　the
　　　　　project．
件が設定された沖合い付近を除いて，Figure　9にお
けるBOD濃度の空間分布の状況は実際に予想される
ものとそれ程大きくは異なっていないものと思われ
る。今回の計算には河道区間における支川やその他の
下水道からの放流量等を考慮していないため，計算結
果は観測結果と必ずしも一致したものとはなっていな
い。それにも拘らず，第3節で述べられた都市域から
の排水が河川水質に及ぼす影響は計算結果にも表れて
いる。Figure　10とFigure　11を比較すれば，湾奥では
水の交換が十分に行われていないため，BODの計算
値は高濃度となっている。また事業終了後の計算結果
では全域で上昇していることが分かる。これは事業完
成後の調整池内における水の交換が干潮時にゲートを
通してしか行われないものとしたために，調整池内の
水質の浄化が十分になされない結果が得られたものと
考えられる。
　Figure　12（a）と（b）には事業終了後のDO濃度の空間
分布が示された。この図を参照すれば，調整池内には
河道から比較的高濃度の水が流入するが，流速の低下
等による水表面からの酸素供給量の低下やBODによ
る消費のためにDOが減少する傾向にあることが分か
る。潮受堤完成後における調整池の水質がどのように
なるかはゲート操作の条件や下水処理水の放流位置と
も関連し，一概には論じられない。しかしながら，調
整池が閉鎖性水域としての性格を帯びることは確かで
あり，好ましい水環境を創造していくためには下水の
超高度処理等を含む対策についても十分に検討してい
く必要がある。
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6．結　　論
　潮受堤建設が水環境に与える影響を評価するために
本明川での野外観測が実施されると共に，河川と海域
の全域で水質変化を予測し，評価するための数値モデ
ルが提案された。このモデルを用いてDOとBODの
濃度を計算し，それらの結果が観測値と比較された。
本研究により以下の結論を得た。
1）本明川の水質は諌早市街地からの排水による影響
　を強く受けている。
2）潮受堤建設，並びに，干拓事業では，新しく造ら
　れる調整池が閉鎖性水域になるために，ゲート操作
　次第では水質が悪くなることが予想される。したが
　って，将来的に好ましい水環境を実現していくため
　には，環境に対する十分な配慮が欠かせない。
3）現段階では，数値モデルに水質指標としてDOと
　BODの両者だけが取り上げられた。もちろん，そ
　の他の水質指標も数理的には同様の手法で解析でき
　る。ただし，水環境の予測，評価の精度を高めるた
　めには多くの事例研究も重要である。同時に，今後
　は生物学的な変化についても評価していく必要があ
　ると考えている。
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